
 

 

 

 

非常災害対策計画書 

（平成 30 年度策定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神山保育園 



１ 施設の立地条件 

〇当園は、函館市の住宅街に位置し函館稜北病院に隣接する。半径５００ｍ圏内に大型シ

ョッピングセンター、小学校がある生活環境の整った場所にある。 

約２００ｍ離れたところに亀田川（二級河川）が流れているが、洪水ハザードマップに

指定されていない比較的安全な地域にあるが近年増えてきた想定外の自然災害に備える

必要がある。 

２ 災害情報の入手方法 

〇函館市の災害本部への問い合わせ、テレビ・ラジオの情報検索、インターネット等メ

ディアを探る。 

３ 災害時の連絡手段 

 〇別紙、非常災害時招集連絡網による。 

４ 避難を開始する判断基準 

 区 分 避難を要する事態 必要に応じ避難 

 

 

 

判断基準 

・施設が倒壊する危険がある 

・施設内で火災が発生して初期消

火では対応不可 

・落下や転倒する危険物が多く受

傷する恐れがある 

・近隣の建物の倒壊や延焼などの

危険性がある 

・その他施設内にとどまることが

危険である 

・施設内外の被害が少なく、施設

建物の耐震性に不安がない 

・施設内に火の気がない 

・近隣の建物の倒壊又は火災の延

焼が認められない 

 

※緊急速報「エリアメール」により国や地方公共団体が配信する災害・避難情報で避難勧

告等が確認出来た場合。 

 



５ 避難場所 

〇函館市が指定する避難所  函館市立鍛神小学校 

６ 避難経路 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルート 所要時間 １５～２５分 

 

    ルート 所要時間 ２０～３０分 
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７ 避難方法 

 〇 徒歩～以上児・未満児 お散歩カー～乳児・未満児（体力のない） 

８ 災害時の組織体制 

（１）命令、指揮系統 

〇総括責任者：園長（不在時の代行者：主任保育士） 

〇情報収集班班長：主任保育士（不在時の代行：渡辺えり子） 

〇安全対策班班長：稲垣洋美 

総括責任者 班 班 長 班 員 任 務 

 

 

 

 

 

 

 

園 長 

久保正樹 

 

情報連絡班 

 

主任保育士 

長内まゆみ 

 

花田汐音 

・気象・災害の情報を入手の

うえ総括責任者に報告 

・各班に情報提供 

・保護者への情報対応 

 

安全対策班 

稲垣洋美 保育士全員 ・施設、設備の被害状況確認 

・児童の避難誘導 

・保護者等への引き渡し 

・火元の点検・確認 

 

救護班 

髙木志保 越前屋萌子 ・負傷者の救出及び安全な場

所への移動 

・応急手当及び病院などへの

移送 

応急物資班 相原真澄 前岡夏実 ・食料、飲料水などの確保 

・炊き出し、飲料水の供給 

 

地域班 

 

森内仁子 

 

上山晴美 

・地域住民や近隣の社会福祉

施設と連携した救援活動 

・ボランティアの受入れ体制

の整備と対応 

 

（２）想定する災害 

・地震 ・津波 ・風水害 ・土砂災害 

 



（３）職員の参集 

職員の参集基準 

配備体制 配備基準 対象職員 

注意配備体制 

① 地域に大雨、洪水、風雪

注意報が２以上発表され

たとき 

② 道南に震度４の地震が発

生したとき 

・総括責任者は自宅で待機し

常に出勤できるようにする

こと 

警戒配備体制 

① 地域に大雨、洪水、暴風

雪警報が２以上発表され

たとき 

② 道南に震度５弱の地震が

発生したとき 

・総括責任者及び情報連絡班

に班長は施設に出勤するこ

と 

災害対策本部体制 

① 地域に相当規模の災害が

予想され、その対策を要

するとき 

② 地域に災害が発生し、そ

の規模及び範囲等から早

急な対策を要するとき 

③ 道南に震度５強以上の地

震が発生したとき 

④ その他総括責任者が必要

と認めるとき 

・総括責任者及び情報連絡班

の班長は施設に出勤するこ

と 

・その他の職員は家族の安全

等が確保され次第出勤する

こと 

 

９ 関係機関との連携体制 

神山保育園 

 
 

 

 

 

函館市子ども未来部子どもサービス課 

電話番号：０１３８－２１－３２７０ 

FAX番号：０１３８－２２－２３４０ 


